
No. 学区 自由記述 守山イメージ 学区イメージ 次回日程 次回日程 次回日程 次回日程 その他コメント
01 守山 興味深い話しであった。 ・水ときらめき（流水）　・住みやすさ　・野洲川デルタの文化 都市化のなかで伝統文化が継承されている。

02 守山

閻魔さん（五道山・十王寺）は、平安時代に小野たかむらさん
が造られたと聞いており、当時、十の王がまつられたが、一
体の仏像だけが残り、室町時代に復活させて、今は七体
揃っている。日本では住所に焔魔堂町は、この地だけのよう
で、信長が閻魔さんを中仙道で分断してしまった為、本堂と
鐘楼が別々になり、吊鐘は戦争でとられてしまった。本堂及
び、閻魔大王他各仏像も重要文化財として、地域を活性化し

全体を考えると、ＪＲ琵琶湖線で東部分が分断された感じで
特に交通面で、行き来が困難、一部では東側に行政サービ
ス機関をという意見もあるが、確かに朝晩のラッシュ時はマヒ
状態である。活性化にブレーキである。又、最近はウォーキ
ングにたくさんの人が市外からも来ておられるので、観光案
内的なことも活性化に繋がるように考えてもらいたい。

平日夜 土日は他の会議や行事が重複している。

03 守山

地元の方が当たり前と思っていることが、実は大切なことだと
気づき、郷土に愛と誇りをもつことで、町を活性化しようという
考えは良いことだと思いますが、伝統に重点がおかれすぎて
いる。現代生活のしやすさという、現実的な住みやすさにも
注目していただきたいです。

地域ごとに残る伝統文化が多く（すし切り祭り、勝部の火祭り
等）、干ばつがなくて、豊かでいつづけてきた農村の底力を
感じられるのに併せ、東海道線で大都市と結ばれた交通の
良さ、テレビ局も京都より一系統多く視聴できる。書籍が発
売日に買える等。都市文化の利便性も高く、住みやすい所で
す。両方の良い所を育てていって欲しいです。私の出身地の
四国では、県庁所在地でも書籍は、3～10日遅れです。凄い

ベッドタウンとしての立地の良さ、自然が豊かで無理なお受
験も流行っていない等、子育てのしやすさから、子育て世代
の他府県からの転入が急激に増えて、旧来の枠組み世界と
あつれきを産んでいる。「親に子供を預けて若奥さんが地域
に奉仕する」という自治会。子供会活動のあり方が、核家族
に負担になっている。

土曜日 日曜日 正直、「すみやすさ日本一」と「健康日本一」を今年度同時
に行政から言われて、自治会はいっぱいいっぱいです。

04 守山 守山の深い歴史を認識することで、自然の重要性を確認し
た。これらを生かして、今後の都市計画を考えて行きたい。

都市計画は、いつ策定されたのか。見直す（人口減尐時）時
期にきているのではないでしょうか。

人口増加≒自然破壊（街の破壊）とも考えており、一方高齢
化が街全体に広がり、街そのものが老化している。

土曜日

05 守山 平日夜

06 守山
・声の大きい人だけの意見を取り上げるようなことだけはしな
いで下さい。　・いろいろな思いを持って、人の細かいところま
で配慮下さい。

目に見えてわかるのが中山道の町並みなので、景観を大切
に育てていきたいが、個人の資産をどのように守っていくの
かが問題と思う。市の積極的な指導が大事である。

07 守山
もっと新しい地域資源はないでしょうか。今回の会議では遺
跡や古民家などの古いものばかりが、取り上げてられていた
と思います。

まだまだ駅前に元気がない。 ・ホタルが多い町。　・高齢化により元気がない。 日曜日

08 守山 地域の伝統、風習などを新しい住民と共有することがポイン
ト。

守山の周辺に住んでおりますが、琵琶湖と田園だと思う。
守山学区は旧野洲郡と旧栗田郡物部村の違いがあり、統一
イメージはない。

平日夜

09 守山

・田園都市宣言と農村の活性化事業との関係が強く、緑豊か
な都市を目指すことは、中心市街地以外の後継者の確保対
策が重要かと思います。　・守山市民が住みやすさを感じと
り、「自慢が出来、案内が出来る」、他の地域にないものを掘
り起こすことにあると思います。

①歴史・文化・水資源・河川・道路の整備が行われ、中心市
街地と田園風景がバランス良く維持された、緑豊かな、他の
地域にない守山市の形成が出来ればと思います。　②昼夜
人口のバランスのとれた守山「日中来街者の増加する街
へ」。

①伊勢遺跡や、下之郷遺跡の存在する学区ではあります
が、「中山道・守山宿」をメインに周辺に街化された市街地の
形成・周辺に住宅の形成。　②守山の歴史の再現（遺跡と関
連する歴史的なものの発掘）。　③湧き水を活用し、年中水
が学区の周辺を流れ、水辺に生き物が育ち、植物が咲く綺

10 守山 自分の住んでいる町の歴史を知りたい為、分かる範囲で提
供して頂きたい。

環境にやさしい街づくり。「歴史・文化・自然」を大切にする街
づくり。

水に対する街のあり方。歴史に対する街づくり。 平日夜

11 吉身

・各学区でまとめ、市全体でまとまったことが、どのように発
展していくのでしょうか。各地域の特徴・個性が活かせるので
しょうか。　・各地域の委員は、40～50代か若者、学区のリー
ダー、女性の３名で構成すべき。

日本のほぼ中央に位置し、交通アクセスの便利さを更に活
用していくことを、これからの守山の活性化のベースにする
べき。本日の講演だけでは、過去の資源を守ることしか伝わ
らない。遺跡の整備は更にやるべきであると思います。

守山駅に近く、集合住宅等、新しい住宅が多く建ちはじめて
いることもあり、新しい町づくり、新しいふるさとづくりのモデ
ル地域とするべき。

平日夜

12 吉身

・高谷先生：伊勢遺跡について、「外国人が住んでいた」は、
現代の中国が聞くと、又問題となるご発言と言えます。もっと
「世界」を見てご発言して頂きたい。　・濱崎先生：古民家の
活性化は、地域活性化の一つのやり方と思います。古い家
を大切にすることで、文化発信になると思います。　・布野先
生：日本に発信できる取り組みになると思います。同感です。

・古い町並、電柱のない町並、手入れされた家。　・人々が挨
拶を交わす。　・新しさと古さの共存。　・湖を介した交易、街
道を介した交易についての文化を残しても良いと思う。

・便利（学校・医療・交通）。 平日夜 土曜日 日曜日

13 吉身 以前よく似た（マスターズプラン）活性化会議がありました
が、今回は是非、前向きにすすめて欲しい。

観光とか若者が来る町にして欲しい。
田園の町がなくなりました（立入・吉身・岡）。住宅の増加であ
るが、道が暗い。

土曜日

14 吉身 講師の方の話しが非常に参考になった。
伊勢、下之郷　両遺跡が歴史的にも重要な遺跡と知って素
晴らしい町と認識した。

下之郷遺跡を格上げしたプランに絞ってはどうか。 土曜日

15 吉身 守山の遺跡・歴史を認識する機会となった。
・守山市外から人を集める活性化　①琵琶湖の美しさを活か
す　②歴史・遺跡のＰＲ　・市民の活性化→駅付近の尚一層
の活性化　①守山市関係資料の図書館　②駐車場の確保

16 吉身 長大なプラン策定の割には、時間が短い。
各地域ごとの特徴ある活性化プランが必要。　・都市部　・田
園部　・湖岸部　「活性化」の定義？

平日夜 土曜日（第２土曜日夜はダメ）

17 吉身 まだピンとこない。守山の歴史を知らない（守山出身ではな
い）。

学区ごとに特色あるイベントの開催をする？外部から移住し
て人口が増加。土着の人が尐ない。

学区のことより、自治会の方が問題あり。頭が痛い。 土曜日

18 吉身

史跡を活かした「まちづくり」がどこまで達成出来るか？考古
学における史跡は観光になりにくいと言われている。例え
ば、彦根城は観光になるが、考古的なものは難しい。活性化
はそれだけでは不十分であり、住んでいる人の無形なものが
必要ではないか。

セコセコした活性化ではなしに、住んでいる人が楽しくなるよ
うなまちづくりが必要ではないでしょうか？何かを成す場合、
議論のプロセス、つまり会議に何人参加したかで決まるよう
な気がする。

下之郷史跡を一つの大きな点として、下之郷吉身之町で下
之郷史跡を守り育て、心の中心となる「まちづくり」をしよう。
住民参加をもっと出来る、政策、行政サービス視点が必要と
思う。

平日夜

19 吉身 平日夜

20 小津 守山には歴史資源が多くあると思うが、ほとんと知らない。ま
ず情報が欲しい。

小津神社の祭礼等で結びつきの強い学区と考えていたが、
新興住宅が増えるにつれ、そうではなくなった気がする。

平日夜

21 小津

活性化プランの取り組みはいいとして、まとまったプランの実
効性をどう確保できるのか。ハードの未来で終わってはダ
メ。地元の人と外からの人がうまくまとまって、人々が動き活
性化と繋がる。工夫が必要である。

近江盆地で山のない平野のまち。小都市（10万人まで）で都
市とまわりの農村集落がうまくマッチしたところ。

野洲川古流（境川）の自然堤防にできた集落が連帯する学
区。中山道の旧市街地と琵琶湖をつなぐ集落と田園地域。

平日夜 土曜日午後

22 小津
多くの人材を活用しての検討委となるものであり、相当の費
用を伴うものであることから、それに見合う効果のあるプラン
となるようにすべきである。

歴史・人情等々、資源は豊富にある街であるが、核（中心）と
なるべき、誇れる発信するものがない。

高齢化に対忚する街づくりを考えることが必要。 平日夜

23 小津
守山まるごと活性化の講演会は専門性が高く、高度で難し
く、新しい団地の人間には知識もなく、テーマも大きくて、取り
組むにしても課題が大きすぎると思います（専門の人で考え

自然を残していこうとする姿勢は非常にいいと思います。
知識が浅いので、学区の良さがわからない。又、それらを保
存していくだけで活性化する事になるか。高齢化などの問題
が残っているのに活性化プランだけで良いのか疑問です。

土曜日

24 小津

古代の家屋、史跡等、美しい風景の復活を目指し活動してい
く姿勢は必要で人を呼び込み活性化する主旨はよくわかりま
す。それ以外に道路網その他色々活性化の話題もあると思
いますが、その辺りは、あまり議論されていない。

表玄関である駅前の活性化が遅れている。色々な活性化事
業をするには、資金が必要になるが企業誘致とかは考えて
いないのですか。住みやすい町ではある（災害がなく、空気
が良い）。

振興住宅なので、地元の事業取組について、あまりわからな
い。

土曜日

25 小津 豊かな田園都市。市政施行当時の市のキャッチコピーが一
番印象に残っている。

緑あふれるベッドタウン。 平日夜

26 玉津

下之郷、伊勢の遺跡について、深く知らなかったが、今日の
お話で尐し理解できた。歴史のある地域ということはわかっ
たが、これからの学区での検討の中で、どのように進めてい
くのか、話し合うのか難しく感じる。

守山市だけではないかもしれないが、50代以下の自治会離
れなどもあり、まちづくりに無関心な世代が多いように感じ
る。

寺社等、歴史上貴重な建物がある学区ではあるが、新興住
宅の住民も混在している。自治会差はあるが、高齢化率も
年々高くなってきている。また、若い世代が外に出ていること
が多く、尐子化が急激に進んできたので、この子育て世代
が、戻ってこれるような学区になればと思う。

平日夜

27 玉津 東－中－西　全体バランスを取ること。 琵琶湖が近くにあり赤野井湾を中心に活性化。 土曜日
28 玉津 今後どのように進めていくか。尐し心配である。 のどかな田園都市。 のんびりといいところ。 平日夜

29 玉津
高谷先生、濱崎先生、守山市長からヒントをもらったんです
が、なかなか難しい点も多いと思いますが、皆さんの知恵を
借りながら頑張りたいと思います。

学区別会議での意見を参考にしたい。

玉津学区では、琵琶湖に近く、琵琶湖を活かした町興しをイ
メージしている。又、一休和尚開祖の尐林寺、足利義昭将軍
の矢島御町、安野井のすわ屋敷等、歴史の宝庫でそれらを
活かさなければと思います。

土曜日 日曜日 皆さんが来やすいですので土曜日、日曜日が良いと思い
ます。

30 玉津 女性が尐ないのに驚いたし、活性化するに於いても女性の
視点が大切だと思います。

緑豊かな田園都市と市民にうたわれてる、自然に恵まれた
住環境を大切に、住んで良かった、住みたいまちづくりをす
すめて行ったし、市民・行政が一体となって協働のまちづくり
をし、文化財源を大切にする守山市であってほしい。中心市
街地活性他、事業に於いても古くからの資源・財源も活かし
たまちづくりをしてほしい。

玉津学区は守山中心にあり、自然、田園、豊かな水資源が
豊富な守山市のイメージにあてはまる地域だと思います。新
旧住民が楽しい守山市政になって４年、まちづくりに前向き
に取り組んできた地域だと思います。

平日夜 土曜日

31 玉津

学区別会議の委員として理解したことです（確認）。・本日の
講演での地域資源は昔のもの、古いもの、歴史、自然を指
すものでありました。従って学区別会議では、そのようなもの
を掘り起こすことになるでしょうか。「新しいものをつくる」とい
うコメントがパネルディスカッションの中にありました。　・一
方、「全体構想」なるもの、すなわち「まるごと」に通じるもの
は、その後に「全体会議」にて、とりまとめされるということと

ご質問の内容が理解できません。 平日夜 土曜日 日曜日

32 河西 ・空き家は守山市にどれくらいあるのか？　・市内小中高の
学生にも懇談会の場を設けては？

子供が多くなるとともに、自治会の繋がりが希薄になる。
・各自治会が縦割り（他自治会を知らない）。　・地域の歴史
と愛着を感じてもらえていない。

土曜日

33 河西 一つの核（表題）を決めて 現状は、大阪・京都のベッドタウンからの変革は大変！ 不便な田舎から、まだ抜け出せない。 土曜日 日曜日

34 河西

50年後、100年後を見据えるなら、守山に長く住んでいる人
から、若い人への引き継ぎ（バトンタッチ・伝達）を入れて欲し
い。このメンバーは、平均年齢が高めの印象があります。→
単に若い方を入れるだけではなく、その事前の交流の場が

土曜日

35 河西 土曜日
36 河西 平日夜

37 河西

守山について改めて学ばせて頂きました。委員に女性が尐
ない7/23人ということが（残念ながら）守山の現状を表してい
ます。「守山まるごと活性化」には、まずは男女同数の参加を
促してほしい。

自然が美しく、人が温かい。古い文化と新しい文化が融合し
ている。男性中心の町になっている。男女の固定観念があ
る。高谷委員長が「インターナショナルにしたい」と言われて
いましたので、男女共に参画できる社会、活性化をしてほし
い。

新しい考えを持つ人が多いが、実際は既にリタイヤした方が
中心でまちづくりが行われている。何十年も男女の役割分担
を基にした考え方で、自治会、学区が動いているのが尐し残
念。現役の人や女性が役員（委員）への登用をして、今の時
代に合ったまちづくりをすることが（今住んでいる河西）学区
にふさわしく、魅力を蘇らせることになるだろうと思う。

平日夜（水・金の夜だけＯＫ）土曜日 皆、土日でも仕事や予定がある中、参加しています。時間
は予定通り終わって頂くと有り難いです。

38 河西 高谷先生の話。古代、国際交流のルーツに感動。

・野洲川と共に生きた”まち”　・稲作の起こり→荘園（奈良仏
教寺院→天台→真宗）　・自然堤防（宿坊・街道）交通の要
に。　・涌水、益須寺、保養所　・平地　周囲　40km程度　自
転車で3時間

・勝水村・・・河西村に決定する時の候補にあった村名。　・綺
麗な水に対する誇り。　・洪水に対し負けない打ち勝つという
意志。

土曜日

39 河西
高谷教授先生の古民家の活性化すばらしいと思います。こ
れからの時代は、都市化を考えるよりも昔に戻って農家の暮
らしが良いのでは。

住宅、家の近くに小川が流れ、鯉や小魚が住める町づくり。
これから住宅が建設される土地は、五香目の町づくり。守山
駅中心に昔の商家的建物。守山は歴史の町。商家中心に江
洲の誇り。

河西学区は尐し町から外れております関係、どこが中心でど
こがポイントかがわからないので、高谷教授先生の話しの中
で一つ一つの村を建直のは大変な事と思います。出来れ
ば、村、村の建物（古）、一つの町に取り寄せて古代の村の
風景をして欲しい。

平日夜（金曜×） 土・日曜日は自治会の会合あり。

40 河西 守山が日本一の遺跡が２つある。このことを守山の誇りにす
べき。

田園と野洲川→グローバルに開かれる。 水を中心に！ 平日夜

41 河西
歴史、堤防、自然、幅広い分野を理解した上でのプラン提案
をとる為、集約には時間がかかると思われます。この１年
は、そのスタートの１年としても良いのでは？

田園都市は維持しつつ、住みやすい街。 田園都市は維持しつつ、住みやすい街。野洲川の利用。 平日夜

42 河西 平日昼

43 河西 ・守山の良さを認識する機会となりよかった。　・遺跡より守
山は、文化（住まい・生活）の発祥地

・田園都市であり、地域特有な特徴のあるまち。　・人にやさ
しいまちづくりを基本　・日本の文化発祥地

田畑が多い農村的地域。かなり大きな町と中小の町が存在
する複合的な学区。学区においては、各自治会の問題の共

土曜日① 平日夜②

44 河西
歴史・自然資源のすばらしさが良く理解できた。しかし、自治
会役員等には任期があり、継続して参加できる体制づくりも
大事だと考える。

究極の目的は、これに有ると考えます。しかし、現在、多くの
事業があり、これをどのような位置付けとしていくのかが大
切。

土曜日

45 河西 災害が尐ない町である。 野洲川周辺に住居があるのどかな田園都市である。 平日夜 日曜日

46 速野
①プランの検討だけではなく、継続した実行体の組織づくり
が必要である。　②委員の名簿の公開は必要（個人情報対
象でない）。

地味な人が多い。
北部市街区域の道路整備、遅れている。民間任せで、都市
計画、インフラまだまだ不充分である。

平日昼 平日夜 土曜日 日曜日

47 速野 平日夜

48 速野
開口一番に、「私は故郷不孝者」ですがと話し出された高谷
先生の講話とディスカッションを聴くにつけ、実は誰より故郷
愛を持っておられる熱い方だと感じました。

49 速野
貴重な講演で、守山の歴史について私が知らなかった事を
聞き驚きました。活性化プランの検討については、農業用水
路の活用について考えてみたい。

守山市も都市化が進できていますが、過去の文化遺産を活
用して文化都市と文化遺産がコラボした町づくりを進めた
い。

野洲川河川敷は一忚公園化が進めれ、実際、整備の為の
資金投入はされているが、運用の為の具体的な策がない。
大きなイベント等の検討や継続的利用が出来る様な公園（希
望ヶ丘等）をつくり直しては？

平日夜

50 速野

・もっと時間があったらよかったのでは。　・豪華な講師の
話、もっとゆっくり聞きたかった。　・ハードな面よりも、今後ソ
フト（人のつながり、人の意識の向上）に重点を置いていかな
ければならないのではなかろうか。

自然と歴史遺産と共に住む市民が輝くまちを理想としたい。
・自然に恵まれたすばらしい学区。琵琶湖に面した湖辺の距
離が一番長い学区。　・旧来の住民と、新しい住宅地の人々
が共存し、すばらしい人的環境の整った学区。

平日夜

51 速野
・若者、女性が尐なく、こうした人の意見を取り入れていく方
向で進めていってほしい。　・守山独自のプランを検討し進め
ていってほしい。

人口増で活気があるようだが、若者の活躍する場が尐ない
ように思う。

新旧住宅が混在して、活気があるが若者・女性の活躍する
場が尐ない。

平日夜

52 速野 焦る（急ぐ）ことなく、ゆっくり議論を積み上げ、プロセスを重
視して進めてほしい。

田舎だが、意外と便利。
野洲川南流の恵みと自然とのたたかいから生まれたくらし
（生活）、風土。

平日夜

53 速野 平日夜

54 速野 守山市の全体像がつかめた。琵琶湖について深く知りたい。 守山駅より琵琶湖大橋への活性化を。
琵琶湖隣接地であり、北玄関として発展させる必要。中心市
街地を北部へ。遊休地、県有地へ市庁舎を（琵琶湖を前面

平日夜

55 速野

遺跡などの偏った情報がほとんどで、具体的な案が浮かん
でこなかった。全体的な委員会のメンバーを見ていると、や
はり年配の男性の割合が多いと思われます。これでは、偏っ
た意見で、昔人間の固い意見しか出てこないと思います。若
い人や女性の方をもっと増やしてはどうか？メンバーだけの
意見ではなく、市民全体の意見を取り入れないと活性化は難

・遺跡は田園都市として他の都市と提携し、お互いを相乗効
果で向上させていく。　・野洲川河川敷や守山地球市民の森
を活用してのスポーツ等の活性化。

昔からある町と新しい町の差が大きく、昔からの町では、神
社や寺があり、その行事で町を盛り上げる事ができるが、新
しい町では、その様なことがないので、学区全体での行事等
がもっとあると、学区全体が盛り上がる事ができる。地球市
民の森、美崎公園、なぎさ公園の活用を更に上げる。

平日夜

56 速野 今回の会議内容を踏まえ、学区の会議に活かします。
地球市民の森をはじめ、生きた水（蛍の住む水）が下流まで
（琵琶湖）通水する事を望みます。

土曜日19：30

57 速野 主旨は分かりました。次回、学区別会議にて詳細な意見（自
治会別）が出ると思われるので、今後に期待したい。

歴史・財産は沢山あるが、これらを活かす全体のまとまりが
つかみにくい。

港町。この浜の歴史”木浜内湖”の美観再生。田舟が農業を
支えた。木浜湾。水路。田園都市を象徴する。無柱化の農業
政策？琵琶湖に面する速野学区を強調するプランを作る。

土曜日

58 速野

・自然資源　ハマヒルガオ自生地でも忘れないで下さい。　・
一時的な人集めに終わらないようなものにしていただきた
い。　・自然資源、遺産等を守ることが目的とならないようにし
ていただきたい。

田園都市のイメージが強いと思うが、産業との共存ができて
いる都市だと思う。

・旧の部落の発展が止まっているようです。　・新たな都市
（住宅地）ができて、人口が増えているように思われるが、旧
住宅地で高齢化が進んでいる。

土曜日



59 速野 守山について再確認はできたが、活性化プランにはどうすべ
きか、なかなか難しいと感じてしまった。

駅前を中心に人口の密集とともに「活性」という言葉が伴った
発展があり、農村部は野洲川の恵みの中で生活してきた
が、新野洲川とともに安心、安全を得た代償として「野洲川の
水」の恩恵を受けられなくなり、形としての自然は残っている
が、中身は人口の減尐とともに変わりつつある。全体として
の恵まれたものとは相反して、アンバランスがおこりつつあ

野洲川とともに生活してきた地域だが、「水」に関しては、豊
かさを失いつつある。また、人口増はあるが、それに伴う地
域資源、活用は不十分になったり、維持することに困難をき
たしつつある。どちらかといえば、負のイメージが強くなりつ
つある。

平日夜

60 速野
主旨、計画はｇｏｏｄと考えております。是非成功させて頂きた
い。事例が発表されているが、その事例は有りの考えか？別
のものとして考えるか？明確にして欲しい。

各学区の活性化プランが有機的に関与する中で大きな活動
となれば最高と思う。

守山市の北玄関としての発想の下に学区が輝き、住人が輝
く様にしたい。

平日夜

61 速野 自然豊かな田園都市から大都市近郊のベッドタウンへと変
遷しつつある。

守山市内への僻地的存在（地理的、文化面で）。 平日夜

62 中洲 ・学区を分断した野洲川、河川敷の整備。　・地区内河川に
水を流す。

土曜日夜

63 中洲 若者が尐ないので偏った意見になるのでは。 ベッドタウン。 田舎。 土曜日夜

64 中洲

講演については、時間の無駄。それぞれ忙しい中、会議に出
席しているので、内容を考えて欲しい。　・今回の様な会議が
今後も続くのなら、メンバーから外れたい。ダラダラ会議は時
間の無駄なので、しっかりテーマを決めて、身のある会議に

駅周辺は発展しているが、駅から遠くなると田舎。
人口は尐ないが、他の学区に比べて、隣人との付き合いな
どあり、良い関係があると思います。

土曜日

65 中洲 まず、歴史や地域の資源を知る事が必要。勉強会や説明会
も必要。

中洲学区等、人口が尐ない、高齢化率が高い地域を活性化
するプランが必要。

人口の減尐、田園都市なのに町に水がない。環境センター
問題、等々の解決に繋がる活性化プランの検討。

平日夜

66 中洲 歴史的資源の活用も必要ではあるが、新しい文化の創造と
いう観点での活性化にウエイトを置くべきではないかと感じ

若々しく活気に満ちた町。人と人とが、強い絆で結ばれた安
心して暮らせる町。

美しい水と緑に囲まれた豊かな田園地帯。 土曜日

67

著名な先生方の守山市がすばらしい町であると言う話しが聞
けた事は有意義ではあったが、今回の「守山まるごと活性化
プラン」の意図がもう一つ良く理解出来なかった。話しが難し
すぎて良くわかりません。

市長は、守山駅の周辺の整備がほぼ終了したと言われる
が、小学校が新しくなっただけで、本当の活性化という事は
出来ていないと思います。例えば、銀座の周辺もマンション
ばかりで、若い人達には魅力ない整備だと感じます。

土曜日

68 平日夜 土曜日

69 学者の考えている活性化と一般市民がイメージするものに差
があるのでは。歴史を勉強しなければついていけない。

70 市外 古い建物を使用しての活性化というのがおもしろいと感じた。
川などの自然資源もあるが、駅まわりにはスーパー、飲食店
で賑わっていて、とても住みやすいところだと感じる。

71 遺跡の再学習をした。自分達の地域の有形、無形の資源を
活性化したい。

駅前や北部地域は発展しているが、中間の市街化調整区域
は尐子高齢化が益々ひどくなっている。

美しい水辺がある田園地域。農村と開発地域がはっきり分
かれている。

土曜日

72 消えていく、歴史、自然、資源を維持、管理するための財源
を確保してほしい。

地元の住人が生活のために京阪神のような都会に出る人が
多く、金のかかる歴史、自然資源を守る事に関心がない。

湧水が多く、水の美しい、農村地域。 土曜日


